
令和４年１１月１０日（木）

鹿児島市危機管理局
危機管理課

桜島噴火警戒レベル引上げ（R4.7.24）
に係る対応経過等
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〇 概要

令和４年７月２４日（日）２０時０５分に南岳山頂火口で爆発が発生し、

弾道を描いて飛散する大きな噴石が火口から東方向へ約２.５kmまで

達したことから、同日２０時５０分に気象台が特別警報である噴火警

報（居住地域）を発表し、噴火警戒レベルを３（入山規制）から５（避

難）に引き上げた（警戒範囲３ｋｍ）。

これを受け、本市は同日２２時２０分に有村町・古里町の一部に避

難指示を発令し、各種措置を実施した。

７月２７日（水）２０時００分に気象台が噴火警戒レベルを３に引き下

げたことから、本市は２０時２５分に避難指示を解除した。

１ 対応の振り返り（概要・経過等）
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〇 避難者の状況

町内会 世帯数 人 数

有村町 ９ １１

古里東地区 ２４ ４０

合計 ３３ ５１

町内会 世帯数 人 数

有村町 ３ ５

古里東地区 １８ ２６

その他 ４ ５

合計 ２５ ３６

(1) 避難対象住民

(2) 避難所の状況（7月25日 02:00時点 避難人数の最多時）
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① 国道２２４号
24日(日)22:00 国道224号全線通行止め（大隅河川国道事務所）
25日(月)06:00 通行止め区間縮小

（有村溶岩展望所付近～旧古里観光ホテル付近）
27日(水)20:15 通行止め解除

② 市道
25日(月)02:00 市道5路線通行止め作業開始（県道区間）
25日(月)09:00 市道5路線通行止め作業開始（国道開放区間）
27日(水)22:15 通行止め解除

〇 その他
(1) 避難促進施設の避難状況等

(2) 道路の状況

施 設 名 従業員数
施設等
利用者数

備 考
（閉鎖等）

桜島ｼｰｻｲﾄﾞﾎﾃﾙ ２名 ２組６名 7/24 23:10施設閉鎖

さくらじまホテル ５名 ０ 7/24 22:10施設閉鎖

有村溶岩展望所 － － 7/24 22:30駐車場入口の閉鎖

湯之平展望所 － － 7/24 23:03湯之平展望所への市道の閉鎖
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① サクラジマアイランドビュー
7/25（月） 運休（28日再開）

② 火の島めぐみ館
7/25（月） 閉館（26日再開）

(3) 公共交通機関等の状況
① バス
市営バス 通常運行
鹿児島交通 鹿屋～桜島口間の折り返し運行（28日再開）

② 桜島フェリー 通常運航

(4) 教育施設等の状況
① 保育園等（２保育園、１幼稚園、３児童クラブ）

7/25（月） 休園・休所（26日再開）
② 小中学校（４小学校、３中学校）

夏季休業中
③ 桜島地域における部活動

7/25（月） 活動を見合わせ（26日再開）

(5) 観光施設等の状況
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(6) 各種イベント等の状況
2022桜島火の島祭り：開催日を7/30（土）から10/1（土）に延期
親子で学ぶ桜島訪問体験学習：開催日を7/31（日）から8/7（日）に延期

(7) 国・県等の連絡要員配置状況

鹿児島地方気象台
国土交通省九州地方整備局
海上保安庁
陸上自衛隊
鹿児島県
鹿児島県警
鹿児島森林管理署
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○2015年8月15日の噴火警戒レベル４（顕著な地殻変動を伴う大規模噴火の可
能性）対応を契機に避難対策について、防災関係機関と連携した計画の見直
しや訓練（今年度で第53回）を継続して実施

○2020年6月4日に大きな噴石が３kmを超えて飛散（発見が噴火から３日後を過
ぎていたため、噴火警戒レベル５引上げはなし）したことを受け、2021年7月に
島内避難に特化した訓練を実施するとともに計画を見直し

○2021年4月25日に火砕流流下に伴う噴火速報あり（後に噴煙の一部が風で流
されたものと判明）により、噴火警戒レベル３のまま警戒範囲の拡大を受け、
災害警戒本部設置や注意喚起放送等の措置を実施

２ 今回の対応で良かった点

以下のような経験を踏まえ、職員の噴火警戒レベル引上げ時の防
災対応の理解が進み、そのトリガーが「噴火速報」であることの認識
があったことから、遅滞なく計画や訓練どおりに避難を概ね適切に
実施
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３ 課題（その１）

＜住民等への情報発信のあり方＞

① 噴火警戒レベル5の中に、「大規模噴火が切迫」している場合と、
今回のように「これまで見られたような噴火の激化」の場合が混在
しているが、気象庁及び本市の情報発信について、その点に触
れられていないなど、市民に分かりづらい面があった。

② 気象台の噴火警報から本市の避難指示までに1時間30分か
かっており、その間に情報を入手できなかった住民の不安を招い
た。







３ 課題（その２）

＜住民の備え＞
・ 避難対象地区の住民
に対する避難方法や着
替え・薬などの備え（３日
間程度）が必要であるこ
との周知が不十分であっ
た。

＜連絡体制＞
・ 夜間・休日ということもあり、職員の参集に時間を要した。
・ 災害対策本部会議時以外の情報共有手段が電話や庁内メー
ルに限られ、共有に時間を有した。
・ 県による火山防災連絡会（web会議）以外に、リエゾン到着以
前の庁外関係機関との情報共有が難しい面があった。

（桜島火山ハザードマップ・避難マニュアル）
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４ これまで及び今後の対応

＜庁内＞
・ 全対策部による検証打合せ会における課題及び対応案の検
討
・ 副市長・各局長（対策部長）で構成される火山災害対策委員
会での対応案の決定
・ 対応案を踏まえた避難計画の改訂

＜防災関係機関＞
・ 気象台をはじめとする防災関係機関との個別協議
・ 県による関係機関協議、火山防災連絡会、同協議会の開催

＜住民＞
・ 避難マニュアルの改訂、桜島地域の町内会における回覧板で
の供覧
・ 住民避難訓練（11/19）に向けた説明会や当日説明での周知
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５ 他の火山地域に対する教訓や平素からの取
組に関するメッセージ

・ 初動が重要であることから、噴火速報等のトリガーについて職
員が共通理解しておく。

・ 訓練において、住民や防災関係機関とともに、実際の避難行
動に沿った動きを確認する。

・ 住民や報道関係機関に正確かつ分かりやすい情報提供を速
やかに行う。

・ 防災関係機関と平素から連携しておく。
（桜島では、県が連絡会コアメンバーによる会議（五者会）を概
ね隔月で実施。気象台が火山活動状況の解説を毎月実施）


